
(57)【要約】

　【課題】　コンパウンド画像の死角領域を減少させる

。

　【解決手段】　送信偏向部４は、偏向制御部３にあら

かじめ記憶されている左偏向データ３Ａに基づいて無偏

向の超音波ビームによる２次元走査面を左方向に偏向し

て２次元走査し、次いで無偏向データ３Ｃに基づいてプ

ローブ２の正面を扇形に２次元走査し、次いで右偏向デ

ータ３Ｂに基づいて無偏向の超音波ビームによる２次元

走査面を右方向に偏向して２次元走査する。受信偏向部

５は左偏向データ３Ａに基づいて左偏向画像Ａをフレー

ムメモリ６Ａに格納し、無偏向データ３Ｃに基づいて無

偏向画像Ｃをフレームメモリ６Ｃに格納し、右偏向デー

タ３Ｂに基づいて右偏向画像Ｂをフレームメモリ６Ｂに

格納する。フレームメモリ６Ａ、６Ｃ、６Ｂにそれぞれ

格納された左偏向画像Ａ、無偏向画像Ｃ、右偏向画像Ｂ

は同時に読み出されて加算器７により加算されてコンパ

ウンド画像に合成される。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ン ベ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 振 動 子 の 正 面 を 扇 形 に ２ 次 元 走 査 す る と と も に 、 前
記 ２ 次 元 走 査 面 の 正 方 向 及 び 負 方 向 に 偏 向 し て ２ 次 元 走 査 す る 走 査 手 段 と 、
　 前 記 走 査 手 段 に よ り 前 記 正 面 を 走 査 し た ２ 次 元 画 像 と 、 前 記 正 方 向 及 び 前 記 負 方 向 に 偏
向 し て 走 査 し た 各 ２ 次 元 画 像 を 合 成 し て コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 生 成 す る 画 像 合 成 手 段 と を 、
　 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 走 査 手 段 は 、 前 記 ２ 次 元 走 査 面 と 直 交 す る 方 向 に 揺 動 し て 走 査 し 、
　 前 記 画 像 合 成 手 段 は 、 前 記 走 査 手 段 が 走 査 し た ２ 次 元 走 査 面 と 前 記 直 交 す る 方 向 の ３ 次
元 の コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 生 成 し て 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 被 検 体 内 に 超 音 波 を 通 し に く い 部 位 や 、 超 音 波 を ほ ぼ す べ て 反 射 す る 部 位 （ 境
界 ） が 存 在 す る と 、 そ の 部 位 の 後 方 の 情 報 を 得 る こ と が で き ず 、 影 が 発 生 し て 死 角 と な る
の で 、 こ れ を 防 止 す る た め に 複 数 の 異 な る 方 向 に 超 音 波 を 送 信 し て 各 反 射 信 号 を 加 算 、 平
均 し て 合 成 す る こ と に よ り コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 生 成 し て 表 示 す る 方 法 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ３ は リ ニ ア 走 査 型 プ ロ ー ブ １ を 用 い て コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 生 成 す る た め の 従 来 の 走 査
方 式 を 示 す 。 図 ３ に お い て 、 プ ロ ー ブ １ 内 に 直 線 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 振 動 子 （ 不 図 示 ）
か ら は 、 各 振 動 子 の 駆 動 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る こ と に よ り 、 プ ロ ー ブ １ の 正 面 を 矩 形 状 に
２ 次 元 走 査 す る 無 偏 向 の 超 音 波 ビ ー ム と 、 無 偏 向 の 超 音 波 ビ ー ム に よ る ２ 次 元 走 査 面 を 左
方 向 に 偏 向 し た 超 音 波 ビ ー ム と 、 無 偏 向 の 超 音 波 ビ ー ム に よ る ２ 次 元 走 査 面 を 右 方 向 に 偏
向 し た 超 音 波 ビ ー ム が 時 分 割 で 送 信 さ れ る 。 そ し て 、 ３ 方 向 か ら の 反 射 信 号 が プ ロ ー ブ １
内 の 各 振 動 子 に よ り 電 気 信 号 に 変 換 さ れ て 無 偏 向 画 像 Ｃ と 、 左 偏 向 画 像 Ａ と 右 偏 向 画 像 Ｂ
が 得 ら れ 、 こ の 合 成 画 像 が 表 示 さ れ る 。 こ こ で 、 図 ３ に お い て 、 画 像 表 示 範 囲 Ｐ 上 の 領 域
（ １ ） （ 図 ３ で は 丸 付 き 数 字 で 記 す 。 以 下 同 じ ） で は ３ 方 向 の 画 像 が 重 な り 、 領 域 （ ２ ）
で は 無 偏 向 画 像 Ｃ と 左 偏 向 画 像 Ａ が 重 な り 、 領 域 （ ３ ） で は 無 偏 向 画 像 Ｃ と 右 偏 向 画 像 Ｂ
が 重 な る の で 、 こ れ ら の 領 域 （ １ ） ～ （ ３ ） で 影 の 範 囲 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ４ は コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 プ ロ ー ブ を 用 い て コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 生 成 す る た め の 従 来 の
走 査 方 式 を 示 す （ 例 え ば 下 記 の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る 技 術 で あ る ） 。 図 ４ に お い て 、 プ
ロ ー ブ 内 に コ ン ベ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 振 動 子 （ 不 図 示 ） か ら は 、 各 振 動 子 の 駆 動
タ イ ミ ン グ を 制 御 す る こ と に よ り 、 プ ロ ー ブ １ の 正 面 を 扇 形 に ２ 次 元 走 査 す る 無 偏 向 の 超
音 波 ビ ー ム に よ る ２ 次 元 走 査 面 を 左 方 向 に 偏 向 し た 超 音 波 ビ ー ム と 、 右 方 向 に 偏 向 し た 超
音 波 ビ ー ム が 時 分 割 で 送 信 さ れ る 。 そ し て 、 ２ 方 向 か ら の 反 射 信 号 が プ ロ ー ブ １ 内 の 各 振
動 子 に よ り 電 気 信 号 に 変 換 さ れ て 左 偏 向 画 像 Ａ と 右 偏 向 画 像 Ｂ が 得 ら れ 、 画 像 表 示 範 囲 Ｐ
上 で 左 偏 向 画 像 Ａ と 右 偏 向 画 像 Ｂ が 重 な る 領 域 で 影 の 範 囲 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ７ ０ ７ ８ ６ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ ３ ８ 、 図 １ ０ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 図 ３ に 示 す よ う な リ ニ ア 走 査 型 で は 、 無 偏 向 画 像 Ｃ に 対 し て 左 偏 向 画 像
Ａ と 右 偏 向 画 像 Ｂ が 重 な ら な い 死 角 領 域 （ ４ ） を 小 さ く し よ う と す る と 視 野 角 が 狭 く な り
、 ま た 、 視 野 角 を 大 き く す る と 死 角 領 域 （ ４ ） が 大 き く な る と い う 問 題 点 が あ る 。 ま た 、
図 ４ に 示 す よ う な コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 で は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る こ と が で き る が 、 画 像
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表 示 範 囲 Ｐ 上 で 左 偏 向 画 像 Ａ と 右 偏 向 画 像 Ｂ が 重 な ら な い 死 角 領 域 Ａ ２ 、 Ｂ ２ が 大 き い と
い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 コ ン パ ウ ン ド 画 像 の 死 角 領 域 を 減 少 さ せ る こ と
が で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 コ ン ベ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 振 動 子 の 正 面
を 扇 形 に ２ 次 元 走 査 す る と と も に 、 前 記 ２ 次 元 走 査 面 の 正 方 向 及 び 負 方 向 に 偏 向 し て ２ 次
元 走 査 す る 走 査 手 段 と 、
　 前 記 走 査 手 段 に よ り 前 記 正 面 を 走 査 し た ２ 次 元 画 像 と 、 前 記 正 方 向 及 び 負 方 向 に 偏 向 し
て 走 査 し た 各 ２ 次 元 画 像 を 合 成 し て コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 生 成 す る 画 像 合 成 手 段 と を 備 え た
構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 走 査 角 度 を ず ら し た ３ 枚 の コ ン ベ ッ ク ス 走 査 画 像 を 合 成 す る の で 、 ２
枚 の ず ら し た コ ン ベ ッ ク ス 走 査 画 像 を 合 成 す る 従 来 例 に 比 べ て 重 な り 領 域 を 増 や す こ と が
で き 、 こ の た め 、 コ ン パ ウ ン ド 画 像 の 死 角 領 域 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 走 査 手 段 は 、 前 記 ２ 次 元 走 査 面 と 直 交 す る 方 向 に 揺 動 し て 走 査 し 、
　 前 記 画 像 合 成 手 段 は 、 前 記 走 査 手 段 が 走 査 し た ２ 次 元 走 査 面 と 前 記 直 交 す る 方 向 の ３ 次
元 の コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 ３ 次 元 の コ ン パ ウ ン ド 画 像 の 死 角 領 域 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 走 査 角 度 を ず ら し た ３ 枚 の コ ン ベ ッ ク ス 走 査 画 像 を 合 成 す る の で 、 ２
枚 の ず ら し た コ ン ベ ッ ク ス 走 査 画 像 を 合 成 す る 従 来 例 に 比 べ て 重 な り 領 域 を 増 や す こ と が
で き 、 こ の た め 、 コ ン パ ウ ン ド 画 像 の 死 角 領 域 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る 超 音
波 診 断 装 置 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ２ は 図 １ の 超 音 波 診 断 装 置 に よ る 超 音 波
ビ ー ム 走 査 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 プ ロ ー ブ ２ 内 に は 、 複 数 の 振 動 子 （ 不 図 示 ） が コ ン ベ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ て い る 。 偏 向
制 御 部 ３ に は あ ら か じ め 、 複 数 の 振 動 子 が 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に プ ロ ー ブ ２ の 正 面 を 扇
形 に ２ 次 元 走 査 す る よ う に 駆 動 す る た め の 各 振 動 子 の 遅 延 デ ー タ で あ る 無 偏 向 デ ー タ ３ Ｃ
と 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 無 偏 向 の 超 音 波 ビ ー ム に よ る ２ 次 元 走 査 面 を 左 方 向 に 偏 向 し
て ２ 次 元 走 査 す る よ う に 駆 動 す る た め の 各 振 動 子 の 遅 延 デ ー タ で あ る 左 偏 向 デ ー タ ３ Ａ と
、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 無 偏 向 の 超 音 波 ビ ー ム に よ る ２ 次 元 走 査 面 を 右 方 向 に 偏 向 し て
２ 次 元 走 査 す る よ う に 駆 動 す る た め の 各 振 動 子 の 遅 延 デ ー タ で あ る 右 偏 向 デ ー タ ３ Ｂ が 格
納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 送 信 偏 向 部 ４ は ま ず 、 偏 向 制 御 部 ３ に あ ら か じ め 記 憶 さ れ て い る 左 偏 向 デ ー タ ３ Ａ に 基
づ い て 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 無 偏 向 の 超 音 波 ビ ー ム に よ る ２ 次 元 走 査 面 を 左 方 向 に 偏
向 し て ２ 次 元 走 査 す る よ う に 駆 動 す る た め の 駆 動 パ ル ス を 発 生 し て プ ロ ー ブ ２ 内 の 各 振 動
子 に 印 加 す る 。 こ れ に よ り 、 プ ロ ー ブ ２ 内 の 各 振 動 子 が 超 音 波 信 号 を 発 生 し て 反 射 信 号 を
電 気 信 号 に 変 換 す る 。 こ こ で 、 コ ン ベ ッ ク ス 型 走 査 で は 、 リ ニ ア 型 走 査 と 同 様 に 、 プ ロ ー
ブ ２ 内 の 複 数 の 振 動 子 の う ち 、 開 口 を 構 成 す る 所 定 数 の 振 動 子 を 選 択 的 に 駆 動 し て 各 駆 動
タ イ ミ ン グ を 制 御 す る こ と に よ り 各 超 音 波 信 号 が 放 射 方 向 の 目 標 位 置 に 集 束 し て １ 本 の 超
音 波 ビ ー ム を 構 成 す る と と も に 、 開 口 を ず ら し て 扇 形 に ２ 次 元 走 査 す る 。 受 信 偏 向 部 ５ は
左 偏 向 デ ー タ ３ Ａ に 基 づ い て 、 超 音 波 ビ ー ム ご と に 各 振 動 子 に よ り 変 換 さ れ た 電 気 信 号 の
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位 相 差 を 補 正 し て 左 偏 向 画 像 Ａ を フ レ ー ム メ モ リ ６ Ａ に 格 納 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 い で 送 信 偏 向 部 ４ は 無 偏 向 デ ー タ ３ Ｃ に 基 づ い て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に プ ロ ー ブ
２ の 正 面 を 扇 形 に ２ 次 元 走 査 す る よ う に 駆 動 す る た め の 駆 動 パ ル ス を 発 生 し て プ ロ ー ブ ２
内 の 各 振 動 子 に 印 加 し 、 受 信 偏 向 部 ５ は 無 偏 向 デ ー タ ３ Ｃ に 基 づ い て 、 超 音 波 ビ ー ム ご と
に 各 振 動 子 に よ り 変 換 さ れ た 電 気 信 号 の 位 相 差 を 補 正 し て 無 偏 向 画 像 Ｃ を フ レ ー ム メ モ リ
６ Ｃ に 格 納 す る 。 次 い で 送 信 偏 向 部 ４ は 右 偏 向 デ ー タ ３ Ｂ に 基 づ い て 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す
よ う に 無 偏 向 の 超 音 波 ビ ー ム に よ る ２ 次 元 走 査 面 を 右 方 向 に 偏 向 し て ２ 次 元 走 査 す る よ う
に 駆 動 す る た め の 駆 動 パ ル ス を 発 生 し て プ ロ ー ブ ２ 内 の 各 振 動 子 に 印 加 し 、 受 信 偏 向 部 ５
は 右 偏 向 デ ー タ ３ Ｂ に 基 づ い て 、 超 音 波 ビ ー ム ご と に 各 振 動 子 に よ り 変 換 さ れ た 電 気 信 号
の 位 相 差 を 補 正 し て 右 偏 向 画 像 Ｂ を フ レ ー ム メ モ リ ６ Ｂ に 格 納 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 フ レ ー ム メ モ リ ６ Ａ 、 ６ Ｃ 、 ６ Ｂ に そ れ ぞ れ 格 納 さ れ た 左 偏 向 画 像 Ａ 、 無 偏 向 画 像 Ｃ 、
右 偏 向 画 像 Ｂ は 同 時 に 読 み 出 さ れ て 加 算 器 ７ に よ り 加 算 さ れ て 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う な コ
ン パ ウ ン ド 画 像 に 合 成 さ れ 、 画 像 表 示 範 囲 Ｐ 上 に 合 成 さ れ た コ ン パ ウ ン ド 画 像 が 表 示 部 ８
に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ （ ｄ ） を 図 ４ と 比 較 し て 画 像 表 示 範 囲 Ｐ を 説 明 す る と 、 左 偏 向 画 像 Ａ の 左 側 の 領 域
Ａ １ は 両 者 と も 重 な っ て い な い が 、 右 側 の 領 域 Ａ ２ は 図 ４ で は 重 な っ て い な い の に 対 し て
図 ２ （ ｄ ） で は 無 偏 向 画 像 Ｃ と 重 な っ て お り 、 ま た 、 右 偏 向 画 像 Ｂ の 右 側 の 領 域 Ｂ １ は 両
者 と も 重 な っ て い な い が 、 左 側 の 領 域 Ｂ ２ は 図 ４ で は 重 な っ て い な い の に 対 し て 図 ２ （ ｄ
） で は 無 偏 向 画 像 Ｃ と 重 な っ て い る の で 、 領 域 Ａ ２ 、 Ｂ ２ に お い て も 死 角 が で き に く く 、
こ の た め 、 コ ン パ ウ ン ド 画 像 の 死 角 領 域 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
　 な お 、 走 査 手 段 と し て コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 の 走 査 手 段 を 用 い た が 、 こ れ が 作 る ２ 次 元 走
査 面 で の コ ン パ ウ ン ド 画 像 の 面 に 対 し 、 垂 直 方 向 （ 紙 面 に 垂 直 な 面 ） に 走 査 手 段 が 揺 動 で
き る よ う に 、 コ ン ベ ッ ク ス 型 の 走 査 手 段 の 支 持 部 内 （ 不 図 示 ） で 、 か つ ２ 次 元 走 査 面 と 同
一 平 面 上 に 回 転 軸 を 設 け る こ と に よ り 、 ３ 次 元 画 像 を 構 成 す る 場 合 で も 、 コ ン パ ウ ン ド 画
像 の 死 角 領 域 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 コ ン パ ウ ン ド 画 像 の 死 角 領 域 を 減 少 さ せ る こ と が で き る と い う 効 果 を 有 し 、
超 音 波 診 断 装 置 な ど に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 図 １ の 超 音 波 診 断 装 置 に よ る 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 示 す 説 明 図
【 図 ３ 】 従 来 の 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 示 す 説 明 図
【 図 ４ 】 他 の 従 来 の 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 示 す 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ２ 　 プ ロ ー ブ
　 ３ 　 偏 向 制 御 部
　 ４ 　 送 信 偏 向 部
　 ５ 　 受 信 偏 向 部
　 ６ Ａ 、 ６ Ｂ 、 ６ Ｃ 　 フ レ ー ム メ モ リ
　 ７ 　 加 算 器
　 ８ 　 表 示 部
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要解决的问题：减少复合图像的盲点区域。 发送偏转单元（4）基于预
先存储在偏转控制单元（3）中的左偏转数据（3A），通过未偏转的超声
波束在左方向上偏转二维扫描表面，以进行二维扫描， 然后，基于非偏
转数据3C，对探头2的前表面进行扇形二维扫描，然后基于右偏转数据
3B，将未经偏转的超声波束的二维扫描表面向右偏转并进行二维扫描。 
。 接收偏转单元5基于左偏转数据3A将左偏转图像A存储在帧存储器6A
中，基于非偏转数据3C和基于右偏转数据3B将非偏转图像C存储在帧存
储器6C中。 右偏转图像B存储在帧存储器6B中。 帧存储器6A，6C和6B
中存储的左偏转图像A，非偏转图像C和右偏转图像B被同时读出，由加
法器7相加，并且被合成为合成图像。 [选择图]图2
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